
 

 

難病外来指導管理料 270点 

注１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入院中の患者以外の患者で

あって別に厚生労働大臣が定

める疾患を主病とするものに

対して、計画的な医学管理を継

続して行い、かつ、治療計画に

基づき療養上必要な指導を行

った場合に、月1回に限り算定

する。 

 

 区分番号Ａ000 に掲げる初

診料を算定する初診の日に行

った指導又は当該初診の日か

ら１月以内に行った指導の費

用は、初診料に含まれるものと

する。 

 

 退院した患者に対して退院

の日から起算して１月以内に

指導を行った場合における当

該指導の費用は、第１章第２部

第１節に掲げる入院基本料に

含まれるものとする。 

 

 区分番号Ｂ000 に掲げる特

定疾患療養管理料又は区分番

号Ｂ001 の８に掲げる皮膚科

特定疾患指導管理料を算定し

ている患者について算定しな

い。 

（難病外来指導管理料について） 

(1)  難病外来指導管理料は、別に厚生労働大臣が定める疾病を主病

とする患者に対して、治療計画に基づき療養上の指導を行った場

合に、月1回に限り算定する。 

(2)  第1回目の難病外来指導管理料は、Ａ000初診料を算定した初

診の日又は当該保険医療機関から退院した日からそれぞれ起算し

て１か月を経過した日以降に算定できる。 

(3)  別に厚生労働大臣が定める疾患を主病とする患者にあっても、

実際に主病を中心とした療養上必要な指導が行われていない場合

又は実態的に主病に対する治療が行われていない場合には算定で

きない。 

(4)  診療計画及び診療内容の要点を診療録に記載する。 

(5)  電話等によって指導が行われた場合は、難病外来指導管理料は

算定できない。 

(6)  特掲診療料の施設基準等第三の二の(3)難病外来指導管理料の

対象疾患に定める「その他これに準ずる疾患」とは、「特定疾患治

療研究事業について」（昭和48年4月17日衛発第242号）に掲

げる疾患（当該疾患に罹患している患者として都道府県知事から

受給者証の交付を受けているものに係るものに限る。ただし、ス

モンについては過去に公的な認定を受けたことが確認できる場合

等を含む。）又は「先天性血液凝固因子障害等治療研究事業実施要

綱について」（平成元年7月24日健医発第896号）に掲げる疾患

（当該疾患に罹患している患者として都道府県知事から受給者証

の交付を受けているものに係るものに限る。）という。 

 

（難病外来指導管理料の対象疾患「注１」） 

◇ 特掲診療料の施設基準等 

 第三 医学管理等 

  二 特定疾患治療管理料に規定する施設基準等 

   (3) 難病外来指導管理料の対象疾患 

     難病の患者に対する医療等に関する法律（平成 26 年法律

第50号）第5条に規定する指定難病（同法第7条第4項に

規定する医療受給者証を交付されている患者〔同条第1項各

号に規定する特定医療費の支給認定に係る基準を満たす者

ものとして診断を受けたものを含む。〕に係るものに限る。）

その他これに準ずる疾患 

（平20.3.5厚生労働省告示第63号） 

（最終改正；平28.3.4厚生労働省告示第５４号） 
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※医科点数表の解釈平成28年4月版 P279-280 社会保険研究所より引用 


